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 兵庫国道事務所では，従前まで過去に作成された道路区域図面や，道路管理者間協議資料な

どの管理資料について，一部の限られた部署（文書管理担当課及び現場対応の出張所）のみが，

紙媒体により保管を続けていたため，非効率的な資料収集や他部署への共有方法となっていた．

本稿では， Excelのハイパーリンク機能を用いることで，紙媒体資料の電子化を図るとともに

資料探索や他部署への共有の効率化を図った取り組みを紹介する． 

キーワード 道路管理，電子化，一元化，資料共有，業務効率化

1. はじめに 

日々の道路維持管理，道路占用許可等の許認可手続き

を含む道路管理権を行使できる範囲は，道路法第18条第

1項に基づき，道路区域として公示された範囲が対象と

されている．しかし，当該国道の道路区域内であっても，

他の道路管理者である都道府県や市町村が管理する県道

や市道と重複している場合には，道路管理者間協議や管

理の覚書で管理方法を取り決めることが多いため，内容

によっては国道の道路区域内であっても，実際の管理者

が都道府県や市町村となっている場合がある．そのため，

現場で道路管理を進める中で，道路管理者を確認するた

めには，道路区域の確認はもとより，道路管理者間協議

や管理の覚書についても随時確認しておく必要がある． 
従前の兵庫国道事務所では，上記の道路管理者間協議

や管理の覚書については，文書管理担当課である管理第

一課及び現場対応を担当する出張所でしか保有されてお

らず，かつ，過去に作成された紙媒体の資料をそのまま

保管し続けていた．さらには，紙媒体での資料保管とな

っているため，文書管理担当課である管理第一課で資料

が更新されていても，現場対応の出張所への情報共有漏

れなどが発生していたことで，出張所で保管している資

料が最新資料であるか否かを逐一確認する必要があった．

また，上記資料を管理していない部署が資料を閲覧した

い場合には，資料の探索を依頼する必要があり，電子化

されていない紙媒体の資料探索には多大な時間を要して

いた．また，保存されている紙媒体資料は経年劣化によ

る文字や図の擦れ，カビの発生，破れ等が目立ち，この

状態を放置しておけば，読み取りが困難になり，適正な

道路管理の遂行に支障をきたすおそれが生じていた．

（図-1） 

これらの課題から，2024年度（令和6年度）において，

兵庫国道事務所内で開催されている出張所・管理第一課

連絡会1で，当時の文書の保存方法や探索手段，共有方

法について問題提起し，その対応策として提案及び作成

した｢兵国 道路管理ターミナル｣（Excel仕様）（以下，

「ターミナル」という）について紹介する． 

1 兵庫国道事務所では，毎年度管理第一課と各出張所間

において，対面で会議の場を設けており，日々の業務遂

行上の問題点や業務改善などの提案について意見を出し

合い，解決策の検討や懸案事項の情報共有を図っている． 

図-1 経年劣化による状態 
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2.  ターミナルの作成経緯と作成項目について 

 前章で述べた背景，課題を解決する対応策の提案にあ

たっては，解決策を実施するにあたり必要となる労力や，

将来的に維持管理が容易な仕組みを念頭に置き，既存の

システムを活用することを前提とした結果，Excelのフ

ィルター機能及びハイパーリンク機能に着目し，リスト

化したExcelデータのセル毎に別途エクスプローラーに

て保存しているPDFデータ等の格納先リンクを貼り付け

することで，データ整理，資料探索，該当するPDFデー

タ等の閲覧までを全て可能にできると考えた．作成まで

のおおまかなステップについては図-2のとおり． 
 

 
 

 

 ターミナルへ掲載すべき項目については，概ね使用す

ると思われるものを区分けし，１０種類に大別した． 

項目毎の概要と掲載趣旨については以下のとおり． 

 

(1)   道路区域・供用開始関係 
 道路区域の決定及び変更については，道路法の適用範

囲を明確化する点において，道路管理上最も重要な行為

であるところ，道路区域や供用開始の図面は，その根拠

資料と言える．文書管理担当課（管理第一課）に限らず，

改築事業や維持修繕の担当部署など多様な部署が当該資

料を必要としている実態があったものの，一部が紙媒体

でのみ資料が保管されていたため掲載した． 

 

(2)   道路管理者間協議・管理協定・覚書 

 平面図上で着色された道路区域図面だけでは，道路管

理権の行使範囲を特定できない地下施設や他の道路管理

者が公示している道路区域と重複する場合に，別に管理

者や管理方法が定められていないか確認するための資料

として必要となるため掲載した． 

 

(3)   存置協議 
 道路占用許可手続きにおいては，占用許可物件が不必

要となった場合，設置者において，当該占用許可物件を

撤去し，原状回復することを原則としている．しかし，

使用用途がなくなったことで，手続き上は廃止されてい

るものの，工法上，撤去することができない等の理由に

より，現地には引き続き埋設物として存置せざるを得な

いものがある．この場合，任意協議によって，今後の道

路事業等により支障となった場合には設置者で排除する

ことを前提に例外的に存置を認めることになるが，日頃

より存置物件を把握しなければならないため掲載した． 

 

(4)   ボランティア・サポート・プログラム（VSP）2 
 活動団体については，事務所ホームページ上でも周知

されている．しかし,過去の団体加入歴，具体的な活動

周期，場所については個別の内部資料を確認しなければ

ならず，通常の道路維持管理においてもＶＳＰの活動内

容を把握する必要がある一方で，活動内容や活動場所等

について不明な点が多かったため,団体毎にリスト化し

て整理のうえ掲載した． 

 

(5)   兵庫国道事務所管内会議資料 
 出張所・管理第一課連絡会にて過去の担当者が日頃の

業務等で抱えている課題や苦慮しているテーマについて，

議論を交わしたものや過去に課題解決した会議資料につ

いて，以降，同じ議論が生じないよう，かつ，詳細な議

論ができるよう掲載した． 

 

(6)   事務所管内通達 ※兵庫国道事務所独自ルール 
 通達等の内容で判断にばらつきが生じやすいようなも

のについて，事務所で統一的な運用ができるようにした

事務所内通達をまとめたもので，人事異動に伴う運用ル

ールの混乱が生じないよう掲載した．なお，現時点では，

管理第一課が担当する事務連絡のみを掲載している． 

 

 
2 道路を慈しみ，住んでいるところをきれいにしたいと

いう自然な気持ちを，形あるものにしようと考え出され

たのが，「ボランティア・サポート・プログラム」です．

アメリカでの，ボランティアの人たちが道路を我が子の

ように面倒を見ている「アダプト・ア・ハイウェイ・プ

ログラム」からヒントを得ています．「みち」をきれい

にしようという活動から始まって，地域コミュニティの

活性化が期待できます． 

図-2 作成ステップ図 
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(7)   災害時等緊急情報関連 
 重大な交通事故が発生した場合や管理瑕疵が疑われる

場合，直轄工事で事故が発生した場合などの緊急時に報

告対象となる事象の判断に時間を要しないように，かつ，

緊急時に使用する報告様式のデータを１つのシートにま

とめることで，検索性を向上させ，速やかな報告ができ

るように掲載した． 

 

(8)   道路台帳関係（道路管理に必要な台帳関連） 
 事務所ホームページにて公開している道路台帳附図に

加え，道路照明灯台帳や植栽台帳についても検索性を向

上させるために掲載した．管理第二課（維持修繕，交通

対策など）所轄の当該項目については，道路管理上必要

不可欠なものとして掲載することとした． 

 

(9)   電線共同溝関係 
 電線共同溝については，地下埋設された道路附属物で

目視把握しづらく，かつ，道路法の特別法として位置づ

けられた電線共同溝の整備等に関する特別措置法に基づ

く様々な手続きが必要となる．そのため，整備当時にお

ける占用企業者に対する許可書類や変更時の処理等につ

いて，速やかに確認できるようにすることが求められる

ため，優先度が高いものとして掲載した． 

 

(10)   事務所管内における管理瑕疵事案 
 道路管理者は道路法第42条の規定に基づき，道路を常

時良好な状態に保つように維持しなければならず，特に

事故発生直後や発生年度に限っては，同様の管理瑕疵事

案が発生しないように関係者間で常に注意している．年

月が経過し，人事異動で担当者が変わった場合に，危機

意識が薄れてしまうことを防止するため掲載した． 

 

 

3.  ターミナルの作成作業について 

ターミナルの作成にあたっては，主に問題提起した出

張所職員１名と事務所の管理第一課に在籍する新規採用

職員１名で実施した．作成作業で直面した課題として，

過去から積み上げられた資料が紙媒体のみで保管されて

いたことから，膨大な量の資料を電子化する必要があっ

た．しかし，道路区域や管理者間協議の履歴については，

既にリスト化されたものが存在したため，Excelに掲載

すべき情報については，当該既存のリストを引用しなが

ら作成し，個別のPDFデータについては，既に電子化さ

れていた一部のPDFデータ等を整理したうえで，紙媒体

でのみ保管されていた資料についてのみスキャナーで読

み取り，電子化を実施した．（図-3） 
 

 

 

 

大別した１０種類の項目のうち，情報がリスト化され

ていなかった項目についても，Excelのフィルター機能

を用いて検索することを想定し，最低限の項目として，

日付，タイトル，路線，担当出張所等で情報を整理のう

えリストを作成した．個別のPDFデータについては，紙

媒体でのみ保管されているものについて，スキャナーで

読み取り，電子化した．  

具体的なターミナルへの反映方法として，既存のリス

ト化されたExcelデータ，新たにリスト化したExcelデー

タについて，それぞれのレイアウトを整えたうえで，先

述の１０種類毎にそれぞれシートを区分した．その後，

リスト化した複数の文字情報のうち，項目のタイトルと

なる文字に対してExcelのハイパーリンク機能を用いて

PDFデータ等の個別ファイルをリンク付けすることで，

タイトルとして設定したテキストにマウスカーソルを合

わせ，ワンクリックするだけで，該当のPDFデータ等を

閲覧できるようにした．  

なお，ターミナルを開いた際に，どのようなシートが

存在し，どのようなデータが掲載されているか，一目瞭

然となるように，ハイパーリンク機能を活用し，ピクト

グラムを取り入れた表紙ページを作成し，ワンクリック

で該当するシートへ移動できるようにした．（図-4） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 掲載項目毎のデータ数と既存リストの有無 

図-4 ターミナルのタイトルシート 
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4.  本格運用前に出た修正意見と反映について 

 

試行版として作成したターミナルについて，事務所内で

多くの人が活用できるものにするため，管理第一課及び

一部の出張所の職員に対して，掲載情報や操作性，レイ

アウトについて事前確認してもらい意見を募った．その

結果，道路区域をまとめたシートへ距離標3の欄も追加

してほしいとの意見があった．出張所としても，現場の

位置特定のためには，道路に設置された距離標を活用し

ており，現場位置から該当する道路区域図面を確認する

ためにも有用であったことから追記した．（図-5） 
 

 
 

 

また，道路区域・供用開始関係における掲載資料につ

いては，官報告示，位置図，平面図に限らず，どのよう

な理由，経緯で道路区域に追加変更されたのか分かる参

考資料，供用開始については，現地写真も掲載資料に含

めることとした． 

以上の作成作業を実施のうえ，2025年（令和7年）2月

12日より事務所内で運用を開始した．なお，ターミナル

へのアクセス権限付与については，管理系部署として

「管理第一課，管理第二課，防災情報課，各出張所」，

改築系部署として「工務第一課，計画課，用地課」の職

員，管理補助員，現場技術員を対象とした． 

 

 

5.  運用方法（更新者・更新時期） 

 

運用当初は更新に関するルール等が整理できておらず，

ターミナルの作成に携わった職員２名（出張所職員１名，

管理第一課職員１名）を筆頭に更新作業を行うことを想

定していた．しかし，一部の職員に作業負担が偏ること

 
3 距離標（キロポスト）とは，道路管理のための延長を

表示した標識で，道路管理者が道路附属物として道路端

に設置しているもの．道路の住所のようなもので，その

路線の起点から約何キロの地点であるかを示している． 

 

が危惧されたため，更新作業については，掲載するデー

タの内容を担当としている職員とした．また，更新頻度

については，できる限り最新の情報を保つためにも都度

更新とした． 

また，継続的に運用を進めていくために，毎月１回，

前月からの更新箇所を事務所全体にメール周知すること

で，ターミナルの事務所内への浸透と，複数人による更

新漏れの確認を図った． 
 
 

6.  多様な活用方法 

 
従前までは，紙媒体で資料が保管されていたため，一

部の限られた部署のみが保管しており，資料が必要な際

は，書庫を探索のうえ現物資料を閲覧するしかなかった

状況が，ターミナルの整備により，テレワーク等多様な

働き方の中でも資料探索，閲覧が容易となる．（図-6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
また，従前までは一部の所属でのみ資料が保管されて

いたために，その他の部署が資料を閲覧したい場合には

現物の紙媒体資料を貸与するか，都度スキャン作業を実

施し個別にメール送付等していた状況が，ターミナルの

作成により，一度で複数人による資料閲覧が可能となる． 

出張所では，事務所管内における他の出張所の事例を

容易に収集できるようになったことで，参考にすること

もできるようになった．また，災害発生等の緊急時に必

要な手続きや参考資料について１つのExcelに集約する

ことにより，非常時における迅速な対応に資することが

できた． 
 
 

7.  満足度調査・利用ニーズの把握 

 

 運用開始から約１年後の2026年（令和8年）2月9日か

ら同年2月20日の間において，Microsoft Formsを活用し，

図-5 道路区域・供用開始関係シート 

図-6 PC画面上での閲覧イメージ 
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事務所内における利用率，満足度等の実態を調査するた

めのアンケートを実施した．対象者については，ターミ

ナルへのアクセス権限が認められている管理系部署（管

理第一課，管理第二課，防災情報課，各出張所），改築

系部署（工務第一課，計画課，用地課）の職員，管理補

助員，現場技術員の計87名とした． 

 回答があったのは，上記87名中73名で，結果について

は以下（図-7～9）に示すとおり． 

ターミナルの認知度について，回答者数全体では，知

っていると回答した人の割合が53％と約半数であった．

しかし，回答者を所属別で見ると，管理系部署「知って

いる：70％」と改築系部署「知っている：19％」では差

が大きく開いた結果となった．なお，管理職員について

は，知っていると回答した人の割合が80％であった．

（図-7） 

 

 

 

 

 1年間の利用頻度調査では，ターミナルを知っている

と回答した人のうち，1度でも利用したことがあると回

答した人は87％であった．また，1度でも利用したこと

があると回答した人のうち，今後の活用可能性について，

調査したところ，「活用する予定はない」と回答した方

は0％，「必要に応じて活用する：94％」，「需要があ

る項目ができれば活用する予定：6％」となった．（図-
8） 
 

 
 
 

利用したことがある掲載項目や今後利用しようと考え

ている掲載項目についての調査では，「道路区域・供用

開始関係」，「道路管理者間協議・管理協定・覚書」，

「道路台帳関係」が突出する結果となった．（図-9） 
 

 
 
 
 全体の満足度調査では，79％の人が満足していると回

答いただき，５人中約４人の人から高評価をいただく結

果となった．（図-10） 

 

 
 
 
 

8.  改善点及び今後の課題 

 

 前章で述べたアンケートでは，ターミナルの改善点や

今後の課題についても意見を募った．道路区域・供用開

始関係の意見として，依然として紙媒体で保管され続け

ている2015年度（平成27年度）以前の資料を掲載データ

に追加して欲しいとの声が多くあった．当該資料は，資

料数が多く初期整備の職員負担が大きくなることに加え

て，執務室等に設置されている一般的な複合機では，A0

サイズやA1サイズ等の大判図面が混在した資料をスキャ

ンすることが出来ないことからターミナルへの掲載を見

送っており，今後は毎年度事務所単位で契約している複

写業務等で電子化する必要がある． 
 その他，道路台帳関係に掲載しているデータについて

も，一部の出張所分しか掲載することができていないた

め，不足している他の出張所管轄のデータも掲載して欲

しい，との声が多くあった．この点については，所轄で

ある管理第二課とも協力しながら，最新のデータを掲載

できるように調整していきたい． 

図-7 認知度調査 

図-8 利用頻度と今後の活用予定調査 

図-9 閲覧実績と今後の閲覧予定調査 

図-10 満足度調査 
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9.  おわりに 

 

本稿では，Excelのハイパーリンク機能を用いること

で，紙媒体資料の電子化を図るとともに資料探索や他部

署への共有の効率化を図った取り組みについて紹介した． 

システムに関する専門知識がなくてもターミナルのよ

うに既存システムであるExcelを有効に活用できれば，

誰でも簡単に大量の資料を整理，電子化し，資料探索や

他部署への共有の効率化を図れることが分かった． 

今後も作成される重要な文書を後世に引き継いでいく

ことはもちろん，過去の担当者が長い年月をかけて築き

上げてきた重要な情報を再整理することで，現在の環境

下において効率よく収集し，今後の執務に活かすことで

行政全体のパフォーマンス向上に資すると考える． 

 本稿で紹介した資料整理，電子化の取り組みが，今後

の組織全体の成長を促進する基盤となることを期待する． 

 

 

本論文は，発表者の所属である兵庫国道事務所 管理

第一課と連名者の従前の所属である兵庫国道事務所 明

石維持出張所における所掌内容を題材としたものである． 
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